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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

高
山
へ
の
五
つ
の
街
道

第
8
回

日
本
の
ラ
サ
、
高
山

　
「
そ
の
先
に
見
え
る
街
並
み
、
大
き

な
市
街
地
こ
そ
が
わ
が
国
の
ラ
サ
と
も

い
う
べ
き
か
、
海
抜
５
７
０
有
余
ｍ
、

こ
れ
こ
そ
が
、
あ
こ
が
れ
の
高
山
町
で

あ
る
」
明
治
37
年
、
人
類
学
調
査
に
随

行
し
た
旅
行
記
者
、
堀
内
新
泉
は
高
山

の
こ
と
を
こ
う
評
し
た
。
高
山
は
周
囲

を
山
に
囲
わ
れ
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く

る
に
し
て
も
山
を
越
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
か
つ
て
は
徒
歩
で
富
山
ま
で
２

日
、
岐
阜
ま
で
は
３
日
か
か
っ
た
。
鉄

道
が
通
り
、
道
路
網
が
発
達
し
た
現
在

で
も
峠
や
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
高
山
の

町
の
灯
り
が
見
え
る
と
心
休
ま
る
の

は
、
高
山
に
住
む
多
く
の
人
が
感
ず
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
深
山
の
都
市
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
各

地
と
の
交
流
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
特

に
富
山
方
面
と
の
交
流
の
歴
史
は
古

く
、
寛
文
5
年（
１
６
６
５
年
）に
は
富

山
の
魚
屋
連
中
が
高
山
城
主
の
病
気
平

癒
、
武
運
長
久
な
ど
を
祈
っ
て
絵
馬
を

寄
進
し
て
い
る
。
富
山
か
ら
の
海
産
物

の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
ブ
リ
で

あ
っ
た
。
冬
に
富
山
湾
で
捕
れ
る
ブ
リ

は
脂
が
の
っ
て
い
て
非
常
に
美
味
で
あ

り
、
富
山
か
ら
高
山
を
経
由
し
て
「
飛

騨
ブ
リ
」
と
し
て
長
野
県
ま
で
運
ば
れ

て
い
た
。

街
道
と
一
体
の
高
山
の
町

　

高
山
の
城
下
町
を
築
い
た
戦
国
武

将
、
金
森
長
近
は
、
防
備
を
固
め
る
と

と
も
に
、
街
道
を
町
の
中
へ
う
ま
く
引

き
込
ん
で
い
る
。
先
の
ブ
リ
に
つ
い
て

は
北
方
面
、
越
中
街
道
か
ら
高
山
へ
持

ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
他
平
湯
街
道
、
江

戸
街
道
、
尾
張
街
道
、
郡
上
街
道
が
、

そ
れ
ぞ
れ
高
山
の
町
を
中
心
に
放
射
状

に
広
が
っ
て
い
た
。
城
下
町
に
引
き
込

ま
れ
た
街
道
の
い
く
つ
か
は
、
城
を
一

直
線
に
見
通
せ
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て

お
り
、
街
道
を
通
っ
て
や
っ
て
き
た
旅

人
に
、
高
山
城
は
威
容
を
誇
っ
て
い
た

に
ち
が
い
な
い
。

　

城
下
町
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
高
山

で
あ
っ
た
が
元
禄
5
年
（
１
６
９
２

年
）、
金
森
氏
は
出
羽
国
上
ノ
山
（
山
形

県
上
山
市
）
に
転
封
と
な
り
、
以
後
幕

府
の
直
轄
地
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
大

多
数
の
武
士
が
姿
を
消
し
、
ほ
と
ん
ど

町
人
の
町
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
高
山

の
町
は
街
道
の
結
節
点
で
あ
る
と
い
う

地
の
利
を
生
か
し
、
商
都
と
し
て
発
展

を
し
て
い
く
。

地
域
交
流
か
ら

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

高た
か
や
ま山

市
長
　
國く
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し
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大正11年地形図「高山南部」

富山の魚屋から奉納された絵馬



市政 DECEMBER 201447

　

街
道
の
往
来
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
、
町
家
も
街
道
沿
い
に
町
の
外
へ
広

が
っ
て
い
っ
た
。
大
正
11
年
の
１
万
分

の
１
の
地
図
を
見
る
と
、
旧
城
下
町
を

中
心
に
街
道
沿
い
に
町
が
広
が
っ
て

い
っ
た
様
子
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。

平
成
17
年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た
高
山
市
下

二
之
町
大
新
町
は
、
旧
城
下
町
で
あ
る

下
二
之
町
と
、
越
中
街
道
沿
い
に
形
成

さ
れ
た
町
を
主
体
と
し
て
い
る
。
現
在
、

本
市
で
は
同
地
区
内
の
建
物
の
保
存
の

た
め
、
修
理
修
景
や
防
災
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
無
電
柱
化
の
事
業
も

平
成
25
年
度
に
完
了
し
、
街
道
の
景
観

が
よ
み
が
え
り
、
か
つ
て
高
山
城
の

あ
っ
た
城
山
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
地
区
内
に
は
、
外
国

人
を
含
め
た
観
光
客
の
姿
が
比
較
的
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
の
高
山
か
ら 

世
界
のT

akayam
a

へ

　

街
道
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
を
生
か

し
、
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
て
き
た
高

山
は
、
現
在
そ
の
取
引
相
手
を
海
外
に

求
め
て
い
る
。
平
成
24
年
に
は
『
高
山

市
海
外
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
』を
策
定
し
、
具

体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て「
海
外
と
の
つ

な
が
り
に
よ
る
活
気
と
誇
り
に
満
ち
た

国
際
都
市
『
飛
騨
高
山
』」
を
掲
げ
た
。

誘
客
促
進
、
販
売
促
進
、
交
流
促
進
を

３
つ
の
目
標
と
し
、
そ
れ
に
向
け
さ
ま

ざ
ま
な
戦
略
を
立
て
て
い
る
。
誘
客
促

進
に
つ
い
て
は
昭
和
61
年
に
国
際
観
光

都
市
宣
言
を
行
い
、
以
後
多
言
語
に
よ

る
情
報
発
信
や
お
も
て
な
し
の
強
化
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
販
売

促
進
に
つ
い
て
は
伝
統
工
芸
品
や
飛
騨

家
具
、
飛
騨
牛
な
ど
の
海
外
展
開
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
35
年
の
ア

メ
リ
カ
の
デ
ン
バ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
を
皮
切
り
に
、
中
国
麗
江
市
、

ル
ー
マ
ニ
ア
の
シ
ビ
ウ
市
、
ペ
ル
ー
の

ウ
ル
バ
ン
バ
郡
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ル
マ
ー

ル
市
お
よ
び
コ
ル
マ
ー
ル
都
市
圏
共
同

体
な
ど
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
山
間
の
小
都
市
だ
っ
た
高

山
が
、
街
道
を
通
し
た
交
流
を
通
じ
て

発
展
し
、
現
在
そ
の
街
道
は
世
界
へ
伸

び
よ
う
と
し
て
い
る
。
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
活
躍
し
た
高
山
の
文
化
人
、

福
田
夕
咲
は
昭
和
6
年
に
「
観
光
客
誘

致
の
第
一
義
は
『
親
切
第
一
』
で
あ
る
」

と
記
す
。
80
年
以
上
前
の
言
葉
だ
が
聞

く
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
お
も
て
な
し

の
こ
こ
ろ
を
持
ち
な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

無電柱化事業が終わった後の大新町の町並み

ウルバンバ郡との友好都市提携調印式の様子（平成25年
8月25日）

　
金
森
氏
は
飛
騨
へ
入
国
後
、
東
西
南
北

の
街
道
を
町
人
地
で
接
続
。
東
は
野
麦
峠

を
越
え
て
江
戸
方
面
へ
（
江
戸
街
道
・
野

麦
街
道
）、
南
は
宮
峠
、
あ
る
い
は
刈
安

峠
を
越
え
て
尾
張
、
京
都
方
面
へ
（
尾
張

街
道
）、
西
は
白
川
郷
、
郡
上
方
面
へ（
郡

上
・
白
川
街
道
）、
北
は
越
中
方
面
へ（
越

中
街
道
）
と
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
方

面
へ
は
平
湯
峠
（
平
湯
街
道
）、
安
房
峠
、

あ
る
い
は
中
尾
峠
を
越
え
て
信
州
へ
出
る

街
道
も
寛
政
年
間
に
時
期
を
限
っ
て
、
道

を
開
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
高
山
城
と
武
家
屋
敷
の
下
方
に
は
町
人

地
が
造
ら
れ
た
が
、
主
要
街
道
が
町
人
地

に
集
め
ら
れ
た
た
め
も
あ
っ
て
、
商
人
の

流
通
経
済
力
は
大
き
く
、
越
中
の
塩
、
魚
、

薬
な
ど
の
輸
入
と
信
州
へ
の
輸
出
、
飛
騨

の
木
材
資
源
な
ど
の
輸
出
に
よ
っ
て
大
い

に
潤
っ
た
。

　
金
森
氏
が
出
羽
国
へ
転
封
に
な
っ
た
以

降
も
商
人
た
ち
は
こ
の
地
に
留
ま
り
、
経

済
活
動
を
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
東
西

文
化
の
摂
取
に
つ
と
め
た
。

一
口
メ
モ

高山への五つの街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

越中中街道

郡上街道

白川街道

越中西街道

越中東街道

平湯街道

野麦街道

江戸街道
尾張街道（東山道飛騨支路）

高
山
市

高
山
市

飛
騨
高
山
・
五
街
道


